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コロナ禍を乗り越えて
～日本再生の扉を拓く～

　新春のお慶びを申し上げます。
　昨年の衆議院選挙を通じ、１０期目の当選を果たすことができました。これも偏に長年に亘り温かく、かつ力強いご支援を賜りました地元
の皆様のおかげです。改めて衷心より御礼申し上げます。私の力不足のため、小選挙区での当選はかないませんでしたが、真摯に反省し、
新たな活動や発信、組織の再建等も図りつつ、今後の政治活動にまい進する決意です。
　決意新たに１０期目を迎えるとともに、様々な新しい役職も拝命することとなりました。
コロナ禍を乗り越え、新しい時代を創るという最大の課題をはじめ、日々刻々と変化する政治課題の解決
に努めつつ、この国の未来、浜松の発展を実現することが私の責務です。皆様方の期待に応えるべく、誠
心誠意、国政に取り組んでまいる所存です。

　岸田政権は、賃上げをはじめ「成長と分配の好循環」による新しい資本主
義の実現をめざしています。新型コロナで傷ついたわが国の経済社会のピ
ンチをチャンスに変え、「成長も分配も」実現するためのあらゆる政策を総動
員します。

１．「成長と雇用の好循環」実現へ
　この度、新たに党の雇用問題調査会長を拝命しました。新型コロナウイル
スの感染状況、産業、雇用の実情をしっかり見極めながら、雇用維持のため
の政策、雇用のセーフティネット機能強化、労働市場の環境整備、デジタル
対応など人への投資により「成長と雇用の好循環」を実現してまいります。

２．科学技術立国の実現
　新しい資本主義がめざす成長戦略の第一の柱は、科学技術立国の実現
です。新型コロナを通じて、科学と社会の距離が近くなり、政策決定におけ
る科学が果たす役割の重要性も強く認識されました。今こそ国家戦略として
の科学技術立国の実現に傾注すべきです。官民一体となった先端科学技
術の研究開発への大胆な投資、科学技術分野の人材育成によりイノベー
ションを創出してまいります。

３．教育
　「GIGAスクール構想」により子どもたちの教育が大きな転換期にある中、
対面とオンラインの両面から教育の充実を図ります。次世代を担う子どもた
ちにふさわしい新しい教育の創出は私の最大の政策課題であり、文部科学
大臣はじめ私の経験を発揮してまいります。

４．カーボンニュートラル実現と経済安全保障
　時代の変化に伴う課題は数多く、カーボンニュートラル実現は世界の潮
流です。成長に資するクリーンエネルギー戦略を実行してまいります。
　また技術覇権の争いが激化する中、経済安全保障戦略の確立で国益を
守ることは喫緊の課題です。サプライチェーンの強靭化、半導体国内立地は
じめ、わが国の不可欠性を高める戦略をグローバルな視点で実行しなければ
なりません。

５．農業推進とデジタル田園都市構想
　農業の成長産業化、日本の誇る農林水産物の高付加価値化で、新たな
時代にふさわしい農業を地方創生の根幹として育成します。
　また新しい資本主義の主役は地方です。デジタルによる地域活性化を進
め、地方からの成長を促す取り組みを加速します。

　山積する国政の課題はまだまだありますが、新しい時代を切り拓くキーワ
ードは「デジタル」と「グリーン」、さらには「人への投資」です。ポストコロナを
見据え、日本再生の扉を拓くという歴史的挑戦に、国民皆で立ち向かうこと
が何よりも大事です。
　”日本だからできる！“という底力を世界に示すため、ともに新たな国づくり、
浜松の発展に取り組んでまいりましょう。私自身、決意新たにその先頭に立
って政務に取り組んでまいる覚悟です。
　本年も皆様方のご指導、ご鞭撻の程を切にお願い申し上げます。

令和４年新春

謹賀新年 ～新たな任期スタート～

新しい資本主義の実現

新春号
2022

 　プロフィール

慶應義塾大学法学部政治学科卒

塩谷 立
　昭和25年2月18日生まれ  当選10回

■新たな役職
財務委員長
雇用問題調査会長
税制調査会副会長（インナー）
総合農林政策調査会顧問（インナー）
科学技術・イノベーション戦略調査会会長代行

総合エネルギー戦略調査会会長代行
国公立大学振興議員連盟会長
自動車議員連盟幹事長
文化芸術振興議員連盟会長
海事振興連盟事務総長　　など

■主な役職歴
文部科学大臣
党選挙対策委員長

党総務会長
党政務調査会長代行

内閣官房副長官　　など



令和４年度税制改正大綱決まる

　塩谷立は、税制改正調査会インナーメンバーとして、税制改正の議論に積極的に参画しました。令和４年度税制改正大綱の最大のポイ
ントは「賃上げ税制」です。過去最高水準の賃上げに係る税額控除率を措置することで、企業が社員の賃上げはじめ人への投資、イノベー
ションへの投資をすることを期待しています。「新たな資本主義」実現に向けた令和４年度税制改正法案を来る通常国会で成立させるよう
努力してまいります。

令和４年度 与党税制改正大綱のポイント
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◆賃上げ促進税制
　 控除率を中小企業で最大４０％、大企業で３０％
　 ＊賃上げ+教育訓練により上乗せ

◆５G税制
　 高速通信網５Gの整備を促す減税策を３年間延長

◆イノベーション促進税制
　 対象スタートアップ企業の要件緩和（設立１０年以上１５年未満）
　 出資側の株式保有期間を３年に短縮

「成長と分配の好循環」 実現へ！

◆住宅ローン減税
　 控除率１％→０．７％に引き下げ   対象期間 新築１０年→１３年
　 省エネ基準への適合を要件化　

◆商業地の固定資産税
　 商業地の固定資産税額の
    評価額の２．５％分までに抑制する
    特例１年延長

カーボンニュートラル実現へ！

「デジタル田園都市国家構想」 実現へ！

オープンイノベーションによる成長戦略！

　インフラ整備はじめ浜松の課題に対応するため、鈴木康友浜松市長、浜松市議会「自民党浜松」、また浜松商工会議所の皆様とともに、
関係各省庁などに要望活動を行いました。浜松市の現状、必要な予算要求また国の施策に関する提言等を直接伝えることで、浜松の課題
解決に繋げます。令和３年度補正予算における措置、また令和４年度予算をしっかり確保し、施策を実現してまいります。

国と浜松のパイプ役として施策実現！

令和３年度補正予算 35兆9895億円（過去最大）成立 令和４年度予算との「１６ヵ月予算」で緊急経済対策実施！

令和４年度 予算に向けた浜松市の主な課題

●国道１号浜松バイパスの新規事業化

●三遠南信自動車道の整備促進と
　国道152号現道改良区間の事業推進 ⇐R3補正 19.1億円
●防災・減災、国土強靭化の推進 

●通学路などの生活道路の安全・安心の確保
　「交通事故ワースト１脱出」 ⇐R3補正 2.02千万円
●流域治水への財政支援と天竜川の河川事業の促進 ⇐R3補正 5.3億円
●八幡駅バリアフリー化・耐震化の整備と遠州鉄道線耐震化の整備

●国営三方原用水第二期土地改良事業の推進 ⇐R3補正 6.35億円
●林業・木材産業関連施設整備事業 

●天竜川ダム再編事業 ⇐R3補正 5.3億円
●外国人材受入れ拡大に伴う多文化共生施策の推進

●スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー等活用事業の拡充

●教職員の多忙化・長時間労働の解消

●小学校における外国語科教育を充実させるための研修の場拡充

●子育て支援の推進・人材確保支援

●児童養護施設、放課後児童健全育成事業に係る補助制度の充実・拡充

●障がい者の社会的自立に向けた支援

●中小企業・小規模事業者への支援強化   など

税制調査会総会にて

浜松市議会「自由民主党浜松」の要望活動

鈴木康友浜松市長の要望活動 浜松商工会議所の要望活動


